
グループディスカッションの様子

小野座長による冒頭挨拶

協議会の様子

化
を
図
る
た
め
荷
主
や
物
流
事
業
者
に
対

す
る
規
制
措
置
の
導
入
等
を
定
め
る
「
流

通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
７

年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
沖
縄
労
働
局
か
ら
は
令

和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
自
動

車
運
転
者
の
労
働
時
間
に
関
す
る
改
善
基

準
告
示
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
沖
縄
県
内
で
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
問

題
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環

境
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
環
境
改

善
に
向
け
て
は
荷
主
の
理
解
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。
引
き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

　
令
和
７
年
２
月
17
日
、全
国
的
に
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
運
転
手
不

足
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
の
取

引
環
境
及
び
運
転
手
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
図
る
た
め
、
沖
縄
労
働
局
及
び
公
益

社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
沖
縄

総
合
事
務
局
の
共
催
に
よ
る
県
内
の
荷
主

事
業
者
、
経
済
団
体
、
運
送
事
業
者
、
労

働
者
団
体
等
で
構
成
す
る「
第
15
回
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間

改
善
沖
縄
県
地
方
協
議
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、
当
局
か
ら
令
和
５
年
７
月

に
設
置
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
活
動

内
容
や
、
物
流
効
率
化
や
取
引
環
境
適
正

第
15
回
　ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

沖
縄
県
地
方
協
議
会
に
つ
い
て

〜 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

 

　働
き
方
改
革
の
実
現
に
む
け
て
〜

運
輸
各
業
種
の
取
組
を
聞
け
て
非
常
に
よ

か
っ
た
」、「
各
モ
ー
ド
の
現
場
で
の
苦
労

話
が
確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
他
業
種

の
取
組
と
参
考
と
な
る
事
項
が
多
か
っ
た
」

な
ど
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
運
輸
部
で
は
今
後
も
交
通
事
業
者
が
業

種
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る
場
を

作
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※

安
全
統
括
管
理
者
：
運
輸
事
業
者
に
お
け
る
輸
送
の
安

全
確
保
に
関
す
る
統
括
責
任
者

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
総
務
運
航
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

　
国
土
交
通
省
で
は
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
制
度
の
普
及
・
啓
発
、
浸
透
・
定

着
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
交
通
モ
ー
ド

の
垣
根
を
越
え
て
、
安
全
統
括
管
理
者
（※

）

が
交
流
を
深
め
る
た
め
の
「
横
の
連
携
」

の
場
と
す
る
た
め
、
平
成
29
年
か
ら
「
安

統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
安
全
統
括
管
理
者
会

議
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
沖
縄
で
は
初
と
な
る
「
安

統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
令
和
７
年
３
月
24

日
に
開
催
し
、参
加
者
の
皆
様
に
交
通
モ
ー

ド
横
断
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

等
を
通
じ
、
参
加
者
の
皆
様
に
安
全
に
関

す
る
知
見
や
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
バ
ス
、
海
運
、
鉄
道
、

航
空
の
交
通
事
業
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
い
ま
、
運
輸

事
業
者
に
必
要
な
人
材
、
能
力
と
は
何
か

〜
リ
ス
ク
感
受
性
向
上
等
に
つ
い
て
考
え

る
〜
」、「
効
果
的
な
内
部
監
査
を
実
施
す

る
た
め
の
課
題
と
対
応
」、「
事
故・ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
情
報
等
の
収
集
・
活
用
」
を
テ
ー

マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
社

で
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題
点
、
悩
み
等

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
海
運
、
鉄
道
、

「
安
統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
沖
縄
」を

開
催
し
ま
し
た
！
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第１回沖縄交通リ・デザイン
シンポジウムを開催しました!!

　
沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な

ど
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

こ
れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方

で
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る
時
間
損

失
・
生
産
性
低
下
、
著
し
く
低
い
公
共
交

通
の
分
担
率
に
伴
う
環
境
の
悪
化
、
二
次

交
通
の
利
便
性
の
低
さ
に
よ
る
観
光
客
の

沖
縄
離
れ
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
沖
縄

の
生
活
・
社
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
の
質

の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か

ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
経
済
界
、
交

通
・
観
光
関
係
者
、
行
政
等
が
一
体
と

な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た
い
姿
」
の
実
現

に
向
け
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」

と
「
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整
備
」
を
車

の
両
輪
と
し
て
、
沖
縄
の
交
通
や
都
市
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま

す
。

　
首
里
地
区
は
、
道
幅
が
狭
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
中
南
部
の
市
外
か
ら
那
覇
の
中
心

地
へ
向
か
う
通
過
地
点
で
あ
る
こ
と
や
、

坂
が
多
い
た
め
住
民
の
自
家
用
車
に
よ
る

移
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
や
市
内
外
の
バ
ス
路
線

が
通
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
共
交

通
を
利
用
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

交
通
渋
滞
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
長
年
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

昨
年
か
ら
首
里
地
区
を
対
象
に
内
閣
府
沖

縄
振
興
局
と
共
に
進
め
て
い
る
取
組
と
し

て
、
首
里
高
校
１
年
生
と
銀
行
３
行
の
職

員
を
対
象
に
、
車
以
外
に
も
様
々
な
通

勤
・
通
学
手
段
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
、
今
ま
で
の
通
勤
・

通
学
ス
タ
イ
ル
を
一
定
期
間
見
直
し
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
通
勤
・
通
学
を
す

る
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
琉
球
大
学
の
神

谷
准
教
授
の
基
調
講
演
や
県
内
の
取
組
事

例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
沖
縄
県
企
画
部

交
通
政
策
課
、
沖
縄
銀
行
、
特
定
非
営
利

法
人
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
名
護
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

協
議
会
構
成
企
業
）
に
よ
る
発
表
の
ほ

か
、
実
証
実
験
に
参
加
し
た
首
里
高
校
１

年
生
が
登
壇
し
、
特
別
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革

に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
様
々
な

視
点
か
ら
沖
縄
の
交
通
課
題
解
決
に
向
け

た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
た
人
の
中
に
は
、
県
内
自
治
体
の
交
通

担
当
者
や
コ
ン
サ
ル
企
業
、
ま
た
一
般
の

方
々
の
参
加
も
多
く
、
今
後
の
沖
縄
の
交

通
課
題
解
決
に
向
け
て
前
進
で
き
た
場
に

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
運
輸
部
は
沖
縄

の
交
通
や
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
２
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
是
非
ご
参
加
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
？

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
！

首
里
地
区
に
お
け
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
転
換
に
向
け
た
取
組

（
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
・
沖
縄
総
合
事
務
局
）

シンポジウムの様子特別発表で登壇した首里高校１年生
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